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1. はじめに 1型並列合成桁橋において、横桁や対傾揖などの横継ぎ材が取り付けられた主桁の垂直H

剛材の上沿の溶接部およびその周辺に、種々のきれつが生じていることが報告されている [l]、[2]。 きれつ

発生の原因は、横桁あるいは対傾揖が取付けられている主桁のたわみ差および床版の変形に起因する局郎応

力にあるものと考えられている。きれつ発生損揖の解明および措伯・ 補強対策を検討する上で、局部応力の

発生および性状に関与する主桁本数、主桁間開、床版厚、横桁や対傾揖の揖造、車線の位置などの諸因子(!)

影響を評価することが重要であるが、これまでのところ必ずしもこれらの影響が解明されているとはいえな

い。本報告者らは、実橋での損傷調査結果において 、きれつの発生している箇所が対傾揖を取り付けた垂直

措剛材の溶接部近榜に限られていることから 、禎継ぎ材から伝達される力が局部応力発生の直接的な要因で

あると推定し、局部応力を評価するためには、まず横継ぎ材に作用する力を把罷する必要があると考え、対

傾揖の部材力を比較的簡略にかつ精度良く評価する方法を提案した [3]、[4]。 ここでは諸因子の影響評価の

第一段陪として 、上記の解折手法を用いて車両載荷位置と対傾揖部材力および主桁のたわみ差、床版の回じ

角、主桁位置の床版の水平変位差との関係を検討した結果を報告する。

2 I 解折方法 解折方法は前述したように文献 [3]、 二竺旦 !I0000 

←匹O JOOlO I 紐 i一[4]で提案された方法を用いる。 この方法では、床版は

環板要素 [5]、主桁は偏心骨組要素 [6)、対傾揖は平面骨経 —ロニニ［〗~戸可
構造の剛性行列を床版面上の節点変位のみを残して縮約 ， ：中央対間情位置i
した対傾揖要素、によりモデル化し対象橋梁全体を儡心竺堕堕".: ' 

flf Jij!J材付きの平板として二次元的に解折する。対傾揖部上り吐息棗丁棗棗］吼⑰棗屯舟閉應閉麿麿麿隠"・

材力は、対傾揖をモデル化した平面骨組揖造に、得られ

た床版の変位を強制変位として与えることにより求まる。横断面図

三径間連絞橋梁の走行車線に道路橋示方書に規定されて
縦桁l¥t投前

いるT-20荷重を戟荷したときの、木方法による解折結果

と実橋での測定結果との差は、床版の最大たわみで約 6
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％、対傾揖部材の最大軸力で約16%であった [4]。

図 1 解析対象三径間連紐橋梁
3. 対傾構斜材軸力と主桁たわみ差などの因子との関係

局部応力の発生に関与すると考えられている因子として主桁のたわみ差、床版の回転角および主桁位置の

床版の水平変位差を取りあげ、これらが実橋において比較的捐傷の激しい内桁の垂直補剛材に結合する斜材

軸力に及ぽす影響を検討する。対象とする橋梁は前述した三径間連続橋（図 l参照）である。

比較的損傷の撒しい部分は径間中央部の対傾揖と主桁との取合部であるので 、 ここでは橋梁中央の対傾椙

の部材力について検討する。この場合、対傾揖に生ずる部材力の分布様式は、車両載荷位置を橋籍方向に移

動させても概ね等しいので、車両載荷位置の変動としては図 2に示すように橋軸直角方向のみを考える。 T-

20荷重載荷に対する計算結果より主桁のたわみ差、床版の回転角、床版の水平変位差と第 9番対傾捐の斜材

G4の軸力との関係を図 3に示す。ただし、斜材G4は主桁A3に結合し、主桁A2とA3の問に位置するため、主lfi

のたわみ差として主桁A2とA3のたわみ差を、床版の回転角として主桁A2およびA3取付け位置の床版の回転角

を、床版の水平変位差として主桁A2とA3取付け位置の床版の水平変位差を選んでいる。図 3-aから、荷重絨

荷位置がA-8問にあるとき主桁のたわみ差と斜材の釉力はほぼ比例関係にあることがわかる。 主桁のたわみ

最大値はほぽ0.17mmである。図 3-bは、床版の回転角と斜材軸力の関係が主桁のたわみ差と斜材軸力との関
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係に似ているものの、床版の回転角が生じないときでも、斜材に袖力が生ずる ＂ 
ことを示している。床版の回転角の最大値は、ほぼ 5/IOOOOrau.である。また 、＇゚

図示はしていないが床版の水平変位差が小さいほど斜材の釉力が大きいことが 00 

わかっている。床版の水平変位差の最大値は、ほぼ0.001mmである。 .'0 

これらの結果は、荷重るi荷位世を移動させて解折を行った結果から求めたも・!0 

のであるため、各因子は同時に変化しており個々の因子の影逗は不朋確である。 ・l0 

そこで、各因子の最大値を、対傾情をモデル化した平面骨紐情造にそれぞれ強 J.O 

(¥onl (a I 斜けC2

制変位として載荷し解折を行った結果を図 4に示す。主桁のたわみ差および床 ，。

'l'>'l.11 
版の回転角を強制変位として与えた場合の斜材釉力の花対値は7.14tonおよび 1.01 足"● "

6.91 tonである。また 、床版の水平変位を強制変位として与えた鳩合、 斜材に 00 D 1 /iA~:f I 

はほとんど軸力が発生しない。これより、斜材釉力の発生には、主j/jのたわみ I ., ' り/ 4) H 
_, 0 

差と床版の変形の影塩が大きいことがわかる。しかしながら 、荷旧数荷位泣が
・! 0 

A-8間にあるとき、 主桁のたわみ差と斜材釉力はほぼ比例関係にあること、お
・l 0 

A-Bl:JIでは主j/jA2とA3の取付け位置の床版の ＂゚n)
<b> WオC3

図2 車―
罪角は逆方向に生じており図 5を考原するとこれにより生ずる斜材袖力は比 斜月ii隠屈 ~O) 一
較的小さいこと、から斜材の軸力の発生に関しては主桁のたわ

み差が支配的であるといえる 。荷阻穀荷位道がAあるいはBより

外側にある場合、主桁A2およびA3の取付け位沼の床版の回柱角

は同一方向に生じ、斜材釉力への影場は大きくなる。しかし、...

床版の回転角により生ずる蝕力と主桁のたわみ差により生ずる

柑力は符号が逆のため両者をUね合わせた釉力は比較的小さい，

4 . おわりに 主 1/jと対傾楕の取合部の局部応力は、直接的

には対傾揖部材力特に斜材の部材力に起因すると考え、ほ梁全

体を禎剛材付きの板として解折する簡易な方法を用いて、車両

｀屁荷位匿と斜材柚力および主Iiiのたわみ差などの影潟因子との

関係を考察した。実橘での主桁のたわみ差と床版の変形との相

互作用を考怠すると、少なくともここで対象とした橋梁揖造に

関しては主桁のたわみ差が斜材柚力したがって局部応力発生の

支配的な因子であるとの結果が得られた。
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図 4 各因子の最大値を載荷した場合の対傾揖斜材の軸力
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